
 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業の方と関わる中で、「卒業生を雇用している企業の方のお話を聞いてみ

たい。」「実際に就職している生徒の様子を知りたい。」との声が多くあります。

そこで、今回特別支援学校卒業生を雇用しているサイクルベースあさひ千早店

へご協力をお願いし、インタビューをさせていただきました。（取材：赤松） 

 
【発行】 
福岡市教育委員会 
発達教育センター 
【発行】 
平成 29 年 3 月 30 日 

株式会社あさひ様は、大型自転車専門店「サイクルベースあさひ」として全国 442 店舗を展開し、自転車およびその関連商

品の販売やメンテナンスを通して安心安全な自転車ライフを提供しておられる会社です。そんな株式会社あさひ様は障がい

者雇用も積極的に進めておられ、現在全国 68 店舗 68 名の障がい者の方々が活躍しており、福岡市内の店舗でも特別支援

学校の卒業生が数名働いています。今回のお話は千早店店長の境さんにお尋ねしました。（店舗数雇用人数はH29年2月20日時点） 

株式会社あさひ 

 障がい者雇用と聞いて正直な気持ち、最初は不安しかなかったです。し

かし実習中も含めて一緒に働いてみるととても素直で、教えたことには前

向きに取り組む姿勢を見てとても感心しました。 

また障がい者雇用は、言い換えれば多様な人材を雇用すること。当社で

働く従業員の多様性への対応力向上に繋がっていると思います。 

雇用の場を通して障害のある方々が自立した生活を送ることの支援につ

ながればと考えています。ただ単に「法定雇用率」達成のための雇用でな

く、雇用した方々が当社での仕事を通じて、例えばお客様貢献の考えの理

解や実践等、人間的にも成長していってくれればと思います。 

 

Q3、 障がい者雇用に対するお考えや思いをお聞かせください。 

少し人見知りなところのある原口さんです。実習中は緊張もあってか、

なかなか大きな声が出せずにいました。しかし実習を何回か積み重ね、

入社する頃には店舗スタッフやお客様に元気な挨拶ができるようになり

ました。 

 

●店内や駐車場の清掃 

 （モップ掛け･窓拭き） 

●自転車の陳列 

●防犯登録･保険シールの切り取り作業 

●保証書の押印 

●自転車の開梱 

●タイヤのビニール外し 

●空気入れバルブの金具の取り付け 

●ペダルの取り付け 

●自転車の手入れ   など 

原口さんのお仕事内容 

入社して 1年経ちましたが、与えられ

た仕事に対して嫌な顔一つせず真剣に取

り組む姿が見えるようになり、成長した

と感じます。仕事の内容も入社当初は簡

単な事務作業でしたが、最近では納入し

た自転車のペダルの取り付け作業やハン

ドルの調整作業ができるようになり、お

店の戦力となってくれています。 
 

▲防犯登録シールと保険シールを
原口さんがひとつひとつ切り取り
ます。シールを切ってしまわない
ように注意して切り取ります。 

 

障害者雇用促進法における「法定雇用率」の達成がきっかけです。当初

は「身体障がい者」を主に採用していましたが、なかなか雇用が思うよう

に進まない状況が続きました。そこで特別支援学校や支援機関との連携を

図り「知的障がい者」採用にシフトしたのです。 

 

Q4、 原口さんの仕事ぶりはいかがですか。 

サイクルベースあさひ 千早店 
店長の境 駿介さんと 

原口 和輝さん（向かって左） 
入社 2年目 

（東福岡特別支援学校H27年度卒） 

Q1、 障がい者の雇用を始めたきっかけを教えてください。 

Q2、 実際、障がい者雇用を進めてみていかがですか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なるべくこちらからコミュニケーションを取ることを心掛けています。そうす

ると原口さんも少しずつ自分の事も話してくれるようになり、今では店舗スタッ

フとも仲良く仕事に励んでいます。 

また、最近は簡単な目標設定をして達成できるように努力しています。例えば

自転車の陳列を素早くできるようになるとか、メモ帳を携帯してメモを取る習慣

をつけるなど、決まった作業が続く日常の業務にも目標を設定することで仕事に

メリハリを付けられるように工夫しています。 

 
Q6、 原口さんについて今後期待することは？ 

今まで以上に自転車への興味を持ってもらえると嬉しいです。興味を持つこと

で新しい仕事を覚え、できることも増えていきます。できることが増えれば自信

となって、人間的にも成長してくれると期待しています。会社としては自転車を

通してお客様のお役にたてる、そんな仕事を目指してほしいですね。 
 

 在学中は木工班で黙々と根気強く作業する姿が印象的でした。それが今の

仕事に活かされていると思います。就職するにあたっては、内気でなかなか

声が出ないので、「接客」という点で心配がありました。しかし店長さんや

他の従業員の皆さんのご理解とご指導のおかげで、かなり店員が板について

きたと感心しています。これからも接客の仕方や自転車のことをしっかり学

んで一人前になってくれることを願っています。 

 

 

 

 

 

なって欲しいですね。 

▲新しい自転車が搬入されると開

梱作業で大忙し。 

▼ペダルの取り付けも慣れてきま

した。 

Q5、 原口さんのお仕事について心掛けていることや工夫していることはありますか？ 

チャレキッズ  
～障がいのある子どもたちの夢を叶えるプロジェクト～ 

 

 

『夢をひらくチャレキッズ発表会』 
が行われました！！ 

福岡市と NPO 法人の共働事業で行われたチャレキッズプロジェクト。

その集大成となる活動発表会「夢をひらくチャレキッズ発表会」が 2月

12 日に西南学院大学コミュニティセンターで開催されました。 

中心となった活動の一つ「お仕事体験」リポートでは、実際にお仕事

体験受け入れ企業の担当者の方においでいただき、子どもたちの様子や

職員の方々の反応などについてお話しいただきました。 

またワークショップ「夢をひらくロードマップを創ろう！」に参加い

ただいた子どもたちとその保護者には、ワークショップでの気づきや目

標をもとに、その後の家庭での様々な取り組みについて発表してもらい

ました。 

そしてパネルディスカッションでは、お仕事体験者の保護者や受け入

れ企業の担当者、また日頃障がい者雇用を推進しておられる企業・支援

機関の担当者の方を中心に、子どもたちの可能性と自立について熱い議

論が交わされました。 

2 年間にわたって取り組んできたチャレキッズプロジェクト。障がい

がある、なしにかかわらず、早い段階から子どもの将来のビジョンを描

きながらたくさんの経験をすること、そして子ども達の可能性について

保護者だけでなく、子ども達に関わるたくさんの人たちと模索していく

ことが子ども達の自立や社会参加につながっていくことを改めて実感し

た取り組みでした。これまでたくさんの方々のご協力をいただき、本当

にありがとうございました。 

学 校 の 進 路 支 援 担 当 者 よ り 

▲ワークショップ参加者の発表 

 
受け入れ企業、西鉄バスの担当者の

方の発表 
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          今年も市内特別支援学校高等部

総勢 177 名の生徒たちが新たな希

望と決意を胸に、それぞれの学び舎

を巣立っていきました。 

これまで実習受け入れをはじめ、

様々な形で生徒達を応援してくださっ

た皆様には心からお礼申し上げます。 

ここで今春、企業に就職が決まり、新た

な第一歩を踏み出した 5 名の卒業生に、社会人

としての抱負を語っていただきました。 

（株）朝日ビルメンテナンス就職  水江 祐也 
           （博多高等学園卒業） 
 
自分はずっと希望していたビル清掃の仕事に就

くことになりました。これから、清掃の勉強をして、
将来的には資格も取りたいです。自分の技術を磨い
て、いつかは人に教えられるように成長していきた
いと思っています。 
 お給料をもらえるようになったら貯金をして、友
達と韓国に行くという夢もあります。 
 これまで、迷惑をかけたけれどいろいろなことを
教えてくださった先生方のおかげで自分は成長で
きたと思います。感謝しています。そして親には「今
まで育ててくれてありがとう」と言いたいです。 
 会社の皆さん、これから一生懸命頑張っていきま
す。よろしくお願いします。 
 

 
これからも応援よろしくお願いいたします！ 

 

（株）あなぶきパートナー九州就職 中嶋 亮  
          （博多高等学園卒業） 
 
私は清掃と事務の仕事に就くことになりました。 

 ４月から仕事がスタートしたら、いろいろなお客
様から仕事をもらうことになるので、依頼してくだ
さった方に喜んでもらえるように、人を支えられる
仕事がしたいと思います。縁の下の力持ちといった
存在になりたいです。 
 高等学園の 3年間で、先生方に仕事をするための
力をつけてもらって、その先生方の応援のおかげ
で今の自分があると思っています。 
 親にもいろんな面で支えてもらったので、これか
ら恩返しをしていきたいと思います。お給料がたま
ったら、これまでに連れて行ってもらった東京や大
阪に、今度は自分が連れて行ってあげたいです。自
分を採用していただいたことに感謝して、これから
精一杯頑張っていきます。 

 

ＡＳＫＵＬ ＬＯＧＩＳＴ（株）就職  大谷 悠登  
        （福岡中央特別支援学校卒業） 
 
ぼくはアスクルロジストという会社に就職が決

まりました。僕がする仕事は、ピッキングといっ
てお客様の注文した商品を広い倉庫の中から探し
て仕分けしたり運んだりする仕事です。 
 僕の目標は、休まずに仕事に行くことです。そ
して仕事でミスをしないように頑張りたいと思っ
ています。 
 初めての給料をもらったら、母を食事に連れて
行ってあげたいと思っています。 
 ご指導いただいた先生方、いつも応援してくれ
たお母さん、本当にありがとう 
ございました。 
 

卒業おめでとうございます！！ 

マックスバリュ九州（株）就職   Ａ ．Ｒ                      
（東福岡特別支援学校卒業） 

 
私は、念願だったマックスバリュ千早店に就職す

ることができました。実習をさせていただいて仕事
にやりがいを感じ、職場の皆さんと一緒に仕事をし
たいと心から思いました。仕事内容は青果や生肉の
袋詰め、シール貼り、接客などです。 
働き始めたら野菜やフルーツのカットに挑戦した

いです。また苦手だったお客様への対応も積極的に
やっていきたいです。そして勤務時間も少しずつ長
く働くことができるように頑張ります。 
 実習の支援やいつもやさしく見守ってくれた両親
には感謝しています。初めてもらった給料で温泉や
食事に行きたいです。しっかりと貯金もします。 
 ３年間支えていただいた先生方には、社会人にな
るための力や消極的だった私に自信をつけていただ
きました。成長した自分を見ていただけるように頑
張ります。本当にありがとうございました。 

  

 

（株）ヒューテックノオリン  就職  文 優貴 
           （東福岡特別支援学校卒業） 
 

私は２年生の時に実習させてもらった時から希望

していた会社に就職することができました。 

 仕事内容は、清掃と洗車が中心になります。清掃の

仕事が大好きなので、決まった時はとてもうれしかっ

たです。会議室や食堂、廊下、トイレなど清掃する所

はいろいろですが、職場の皆さんが気持ちよく仕事が

出来るようにどんな時にも笑顔で精一杯頑張りたい

と思います。 

 母は、課題への取組や実習支援などいろんなことで

力になってくれました。初めての給料で家族と一緒に

食事に行きたいと思います。 

 高等部の３年間、社会人になるために必要な力をわ

かりやく丁寧に教えて頂き有り難うございました。こ

れからは、職場の方々に教えていただきながら、少し

でも早く一人立ちできるよう頑張っていきます。 

  

 



 

 

 

 

 

 

福岡リーセントホテル 株式会社ケアアンドコミュニケーション 
FU バイオカルチャー 
志賀島事業所 

株式会社葉隠 
お弁当のはがくれ 

有限会社文商 有限会社ぶどう畑 泉屋クリーニング 福さ屋株式会社 

エフコープ生活協同組合 株式会社ハートコープえふ 株式会社アップルファーム サンキ 

こどもデイサービス夢色 福岡県教育用品株式会社 社会福祉法人敬養会 株式会社 Link 

株式会社西鉄ホテルズ 西鉄ビルマネージメント株式会社 合同会社優（YUU） 
公表許可をいただいた分を掲載して 

おります 

「夢ふくおかネットワーク」登録ご希望の方は、発達教育センター（就職指導員 赤松）までご連絡ください。 

 

福岡市教育委員会 発達教育センター 

福岡市中央区地行浜 2丁目 1-6 

TEL 092-845-0015 

FAX 092-845-0025 

E-mail yume_network@city.fukuoka.lg.jp  

HP   http://www.fuku-c.ed.jp/schoolhp/hattatuc/ 

福岡市教育委員会は、企業･事業所、学校、関係機関、

保護者、学識経験者等によるネットワークを立ち上げまし

た。障がいのある市内高等部生徒の企業･事業所就労を、

雇用される側（生徒）、雇用する側（企業･事業所）の両側

から捉え、推進していく取り組みを行っていきます。登録

いただいた企業･事業所様へは、障がい者雇用に関する情

報や特別支援学校に関する情報の発信、企業･事業所間で

の情報交換の場の提供などを行っていきます。 

平成 28年 12月 1日～平成29年 2月 28日までに新規でご登録いただいた企業様 (順不同) 

と き 平成 29 年 

6月6日(火) 
 14：00～16：00(受付13：30～) 

ところ 福岡市市民福祉プラザ 
ふくふくホール 

 

長崎にて日本マクドナルド(株)フラン
チャイジー、（有）エス・ケイ・フーズを設立
し、長崎市を拠点にマクドナルドを 11 店
舗経営しておられます。経営に欠かせない
存在として現在10名の障がい者を雇用され
ています。 
きっかけは１人の障がいのあるクルーと
の出会いでした。そこから現在に至るまで
の取り組み、使命と感じた障がい者雇用等
についてご報告いただきます。 
 2016 年度障がい者雇用優良事業所とし
て厚生労働大臣賞を受賞。 
 

日本マクドナルド株式会社フランチャイジー 
有限会社エス・ケイ・フーズ 

取締役  中村 こずえ 氏 

のご案内         
平成29年度 

「夢ふくおかネットワーク」         

【当日の内容】 

○総 会（14:00～14:45） 

・平成28年度活動報告 

・平成29年度事業計画（案） 

○記念講演（14:45～16:00） 

「40年間の戦力として」 

～マクドナルドで障がい者が働いてるんですか？～ 

＊プログラム内容は若干変更になることがございます。ご了承ください。 

    福岡市発達教育センター(担当：山本・赤松) 

          TEL（092）845-0015  
FAX（092）845-0025 

          Email：yume_network@city.fukuoka.lg.jp 

お申し込み 
お問い合わせ 

対 象 障がい者雇用に関心のある企業･事業所 

保護者・支援機関・関係機関 

定 員 

 

200 名 

（福岡市中央区荒戸３丁目 3-39） 

講演会  

講師紹介 
 

≪事業内容≫ 

●総会（年 1回） 

●会報発行（メールにて配信） 

●各種セミナー開催  

●学校見学会、雇用企業･事業所見学会等のイベント開催 

＊生徒の職場実習（インターンシップ）や雇用をお考えの 

企業･事業所様からのご相談を受けます 

 

※左記参照 

「夢だより」についての 

ご感想、ご意見などを 

お寄せください。 


